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　　　一おめでとう20歳一
　晴天に恵まれた1月15日、江南村民体育館を
会場に、午前10時より成人式が行われました。

　この日晴れて成人式を迎えた若者は164人
このうち男性68人、女性42人（計l　l　O人）が

式典に出席しました。

　当日は穏やかな日和に恵まれ、会場は久しぶ
『）に合う同窓生や友人たちの思い出話に満ちあ

ふれていました。

松本明宜氏撮影

　　おもな内容
お
し
ら
せ
と
あ
ん
な
い
…

錦
韓
馨
」

所
得
税
・
住
民
税
の

　
申
告
を
忘
れ
ず
に

歳
末
助
け
あ
い
運
動

水
田
利
用
再
編
対
策

農
地
流
動
化

　
　
セ
ン
タ
ー
設
置

一　　一（6）　　　（5）　　　　　（4） （2）～（3）

〈村勢〉総人ロ…9、483（男4，714女4，769）『世帯…2，290面積…22．34平方キロ （1月1日現在）
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○
β
）

昨年の申告相談

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
を

し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
分
の
所
得
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
整
理
記
帳
な
ど
充
分
な
用

意
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
申

告
時
に
誤
り
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
申
告
の
時
期
は
、
二
月
十
六
日
か

ら
三
月
十
六
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告

相
談
会
場
は
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の

で
、
定
め
ら
れ
た
日
程
の
該
当
日
時
に

済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
例
年
の
よ
う
に
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
村
で
行
う
相
談
に

該
当
さ
れ
る
方
以
外
は
相
談
日
及
び
会

場
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ハ
ガ
き
で

相
談
日
の
日
程
等
申
告
の
案
内
が
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
の
日
程
に
よ
り
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

還
　
　
付
　
　
申
　
　
告

　
年
末
調
整
の
済
ん
だ
給
与
所
得
者
で

住
宅
取
得
控
除
・
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
等
が
該
当
す
る
方
は
、
二
月
十
五

日
以
前
で
も
税
務
署
で
還
付
申
告
を
受

付
て
お
り
ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
早

く
還
付
さ
れ
ま
す
。

村
で
行
う
申
告
相
談

　
農
業
所
得
者
、
農
業
所
得
と
給
与
所

得
合
算
者
及
び
小
額
営
庶
業
者
に
つ
い

て
は
、
今
年
も
表
の
日
程
に
よ
り
行
い

ま
す
。申

告
相
談
に

　
　
持
参
い
た
だ
く
書
類

ω
　
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

㈹
　
給
与
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す
る

¶
村
で
行
う
確
定
申
告
相
談
日
程
ー

月
　
　
　
　
日

該
　
当
者

会
　
　
場
．

二
月
＋
八
日
困

農
業
所
得
者

農
業
・
給
与
の

合
算
所
得
者

役
場
会
議
室

盈
㈲
一
五
二
一

〃
　
＋
九
日
㈲

〃
　
二
＋
日
働

〃
二
＋
一
日
㈹

小
額
営
庶
業
者

時
間
…
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し

　
二
十
一
日
ω
は
午
前
十
一
時
ま
で
で
す
。

○
し

　
帳
簿
や
書
類

・
㈹
　
収
入
や
所
得
計
算
の
基
と
な
っ
た

．
書
類

㈲
　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

　
払
証
明
書

㈲
印
か
ん

㈲
　
そ
の
他
機
械
化
集
団
へ
の
支
払
証

　
明
等
必
要
な
も
の

　
に
せ
税
理
士
に

　
　
　
　
　
　
ご
注
意
を

　
所
得
税
や
贈
与
税
の
申
告
時
期
に

な
り
ま
す
と
、
税
金
の
計
算
な
ど
申

告
手
続
を
税
理
士
に
依
頼
す
る
方
が

多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、

正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か
ど
う
か
よ

く
確
め
て
く
だ
さ
い
。

　
税
理
士
で
な
い
人
が
、
他
人
の
申

告
書
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
は
で
き

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
申
告
時
期
に
な
る
と

税
務
書
類
の
作
成
な
ど
を
依
頼
す
る

人
が
多
い
こ
と
に
便
乗
し
、
税
理
士

資
格
の
な
い
人
が
申
告
書
な
ど
を
作

成
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
に
せ
税
理
士
」
は
、

法
律
に
違
反
す
る
だ
け
で
な
く
、
納

税
者
に
も
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
税
務
署
で
も
厳
し
い

態
度
で
排
除
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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申
告
を
し
て
い
た
だ
く
か
た
は
、

　
今
年
の
一
月
一
日
現
在
江
南
村
に
住

所
が
あ
り
、
五
十
五
年
中
に
所
得
の
あ

っ
た
か
た
。

　
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
申
告
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
、
給
与
所
得
者
で
他
の
所
得
が
な

　
　
く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

　
　
書
が
役
場
へ
提
出
さ
れ
た
か
た
。

　
一
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
か

　
　
た
。申

告
用
紙
の
配
布

住民税申告相談日程

　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
　
r
　
　
　
　
、

　
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
申
告
の
日

時
場
所
を
記
入
し
た
申
告
書
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。
日
程
は
、
表
の
と
お
り

で
す
の
で
、
混
雑
を
さ
け
る
た
め
に
な

る
べ
く
指
定
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
も
し
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

に
申
告
書
が
と
ど
か
な
い
場
合
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
申
告
相
談
会
場
へ
お
い
で

い
た
だ
く
か
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。持

参
い
た
だ
く
書
類

　
確
定
申
告
と
同
じ
書
類
が
必
要
で
す

の
で
、
前
ぺ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

月
　
　
　
　
日

該
当
地
区

会
　
　
場

一
戸
二
＋
四
日
㈹

須
賀
広
・
野
原

農
村
セ
ン
タ
i

（
農
協
南
支
所
脇
）

費
㈹
一
三
〇
四
呼
出

〃
二
＋
五
日
困

小
　
　
江
　
　
川

〃
二
＋
六
日
㈹

板
　
　
　
　
井

〃
二
＋
七
日
働

塩
・
柴
・
千
代

三
月
二
日
㈲

三
本
・
上
新
田

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
農
協
本
所
裏
）

盈
㈲
一
八
○
八
呼
出

〃
　
三
日
㈹

押
　
　
　
　
切

〃
　
四
日
困

成
　
　
　
　
沢

〃
　
五
日
㈲

樋
春
南
北

〃
　
六
日
働

御
正
新
　
田

※時間、各会場とも午前9時から午後4時まで。

みなさんの善意実る！

　　　　　　　　508，478円

　　　　一歳末たすけ合い運動一

　
昨
年
十
二
月
一
日

か
ら
三
十
一
日
の
一

か
月
間
「
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
明
る
い
お
正

月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
が
実
施
さ

れ
、
”
総
額
五
十
万
八

千
四
百
七
十
八
円
”

の
多
額
の
募
金
が
よ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
善
意
の
募
金

は
施
設
へ
入
所
さ
れ

て
い
る
方
、
低
所
得

に
悩
む
世
帯
、
長
い

間
寝
た
き
り
の
お
年

寄
り
、
心
身
に
重
い
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
等
の
た
め
に
有
効
に
使
わ
れ
ま
し

た
。　

こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

民
の
あ
た
た
か
い
善
意
に
対
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
樋樋下上上三成
春春押押新

南北切切田本沢

御
正
新
田

別

募

金

七
一
、
O
O
O
円

二
九
、
八
O
O
円

一
二
、
六
〇
〇
円

一
九
、
O
O
O
円

一
三
、
六
〇
〇
円

一
六
、
七
二
〇
円

一
一
、
八
O
O
円

五
七
、
八
五
〇
円

療試千柴板塩須小野
養験　　　　 賀江　

（
・

所場代　井　広川原　（

　　一一二一一四二
三二八○八〇七七一

六
〇
〇
円

八
O
O
円

七
五
〇
円

O
O
O
円

八
O
O
円

一
〇
〇
円

O
O
O
円

O
O
O
円

O
O
O
円

般
　
受
　
付
　
分

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
部
課
長
一
同

　
　
　
　
　
　
　
三
二
、
O
O
O
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
三
〇
、
O
O
O
円

宝
憧
寺
壇
信
徒
会
　
一
二
、
O
O
O
円

千
代
普
門
寺
壇
信
徒
会

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
一
〇
〇
円

塩
常
安
寺
壇
信
徒
会
　
六
、
四
五
〇
円

江
南
村
役
場
青
年
婦
人
部

　
　
　
　
　
　
　
　
九
、
六
八
O
円

江
南
村
役
場
職
員
一
同
七
、
八
〇
三
円

小
江
川
・
鹿
庭
利
雄
様
七
、
〇
一
一
円

千
代
・
渡
辺
美
幸
様
　
一
、
○
O
O
円

御
正
新
田
・
成
田
様
　
　
　
六
五
四
円

そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
三
六
〇
円

　
ま
た
次
の
と
お
り
、
も
ち
米
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

江
南
村
機
械
化
組
合
　
　
も
ち
米
八
俵

樋
春
北
・
吉
岡
義
雄
様
　
も
ち
米
二
俵

　
こ
の
「
も
ち
米
」
は
募
金
と
一
緒
に

恵
ま
れ
な
い
家
庭
や
施
設
に
贈
ら
れ
る

と
と
も
に
、
去
る
十
二
月
二
十
日
恒
例

の
福
祉
も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

OOOOOOO⊂＝＝：》OO⊆》OO⊂＝POO⊂＝＝；》OO⊂＝＝⊃OOOOOに⊃00⊂＝＝⊃OOOOO⊆＝＝⊃OOOOOOOOOO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロド　コしロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

舘ヒ小学校校舎の安錐につい裾

1　皆さんにお知らせ　　l
l　　　　　　　　　　　　　l
l　　北小学校の校舎が危険ではないかと　l

l　皆さんに大変ご心配をおかけしました　l

l　が、専門家にお願いして調査していた　l

lだいた結果、何等心配ないとのことで！

0　　　　　　、　　　　　　13　ありますからご安’し・下さい。　　　　　・
l　　　　　　　　　　　　　l
l　　なお、今後更に管理を厳重にして万　l

l　全を期して参ぴ）ますので、ご了解願い　l

lます．　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　江南村長　　l
l　　　　江南村教育委員会　1

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
9000⊂＝，ooooooooこ＝》oooooooOOOOG＝⊇oo⊂＝⊃oo⊂⊃ooooo⊂＝⊃ooooooo
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『
o
勇
o
亟
亟
口
o
o
亟
o
o
睡
唾
o
亟
■

曲蜘

ぺr嬰
駒

㌔
喝寓』」幣

7
亟
典
睡
豆
o
口
亘
o
o
唾
廼
o
壺
巫
o
』

水
田
利
用
再
編

第
二
期
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
過
剰
米
が
年
々
増
加
し
、
食
管
制
度

が
く
ず
れ
て
農
家
が
大
き
な
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
国
で
は
米

の
生
産
を
調
整
し
て
農
家
の
所
得
が
減

ら
な
い
よ
う
現
在
不
足
し
て
い
る
作
物

へ
の
転
作
を
お
願
い
し
て
お
り
、
昭
和

五
十
三
年
度
か
ら
水
田
利
用
再
編
対
策

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
三
年
間
は
、
生
産
者
は
も
と
よ

り
農
業
団
体
等
の
ご
理
解
ご
協
力
に
よ

り
、
目
標
面
積
を
上
回
る
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
米
の
需
給
は
現
在
も
な
お

過
剰
基
調
に
あ
り
今
後
も
こ
の
対
策
の

推
進
に
努
め
、
米
の
需
給
均
衡
を
は
か

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
江
南
村

で
も
今
後
需
要
に
見
合
っ
た
農
業
生
産

の
再
編
成
と
生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
し

て
、
転
作
の
定
着
化
を
は
か
る
こ
と
を

基
本
に
、
こ
の
対
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　
五
十
六
年
度
か
ら
の
対
策
で
は
、
奨

励
金
の
水
準
が
見
直
さ
れ
新
た
に
団
地

加
算
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
　
（
表

1
を
参
照
）
こ
の
団
地
加
算
制
度
の
内

容
は
、
集
落
内
の
話
し
合
い
に
よ
り
地

続
き
の
転
作
団
地
を
つ
く
り
、
転
作
の

定
着
を
さ
ら
に
進
め
よ
う
と
す
る
制
度

（表　1）

種　　　　　　　　　類 基本額 計画転作に
よる加算額

団地化加算
による加算額 合　　計

特定作物：麦、大豆、飼料作物、そば 10㌃当たり円
（見込み）45，000

1侃一当たり円
平均10，000

10㌃当たり円
　　10，000

10㌃当たり円
平均65，000

永年性作物：果樹、桑等 45，000 10，000 10，000 65，000

一般作物等：花木、花き 30，000 7，500 7，500 45，000

一般作物等：野菜 25，000 7，500 7，500 40，000

管理転作奨励補助金 30，000 （転渚ε鵬） （転鞭簗） 鰍謝
　30，000

土地改良通年施行補助金 30，000
一 一

30，000

）

N
）

〆

※奨励金額は平均です。転作面積の達成率によ穿）多少異な酢）ます。

で
す
。

　
昨
年
度
江
南
村
で
は
、
板
井
地
区
が

大
字
・
農
事
支
部
単
位
に
話
し
合
わ
れ

て
転
伶
計
画
を
組
』
ん
だ
団
地
が
確
立
さ

　
　
　
　
　
　
　
ろ

鑑
難
継
灘

鵬
繹
鱗
勲
翻
鍵

願
い
い
た
し
ま
す
。

表
2
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
志

麦
プ
ラ
ス
大
豆
作
付
に
よ
り
得
ら
れ
る
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

、
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

（表2）

水稲・大豆・麦の所得概算（1・アール当り

　　　　項　目

作　目
単収 単価 粗収益 所得率 所　得

水　　　稲
kg

400

円
2
9
0

　　　円
116，000

％
60

　　円
69，600

大　　　豆 300 279 83，700 65 54，405

麦 420 182 76，440 65 49，686
　　　＼＼

所
得
を
試
算
し
た
も
の
で
す
。

農
地
流
動
化

　
　
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
　
　
　
設
　
置

　
従
来
の
農
地
法
で
は
一
度
農
地
を
他

人
に
貸
す
と
、
耕
作
権
が
発
生
し
て
返

し
て
も
ら
え
な
い
な
ど
不
安
が
あ
り
、

農
地
の
貸
し
借
り
は
そ
れ
ほ
ど
進
ま
ず

ヤ
ミ
小
作
・
荒
し
作
り
・
耕
作
放
棄
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
傾
向
に
対
処
し
て
昨
年
農

地
三
法
の
中
心
で
あ
る
農
用
地
利
用
増

進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

水田利用再編対策による
　　大豆・麦体系の所得（1・アール当り

は
、
農
地
の
貸
借
（
売
買
）
の
簡
素
化
、

ま
た
地
主
の
権
利
を
守
り
農
地
を
借
り

や
す
く
し
て
、
農
業
経
営
の
拡
大
を
は

か
り
農
家
所
得
の
増
大
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。
又
、
貸
し
た
農
家
に
は
三

年
以
上
に
つ
い
て
は
十
ア
ー
ル
当
り
一

万
円
、
六
年
以
上
に
つ
い
て
は
二
万
円

の
契
励
金
交
付
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
農
地
流
動
化
を
促
す
モ
デ

ル
市
町
村
と
し
て
江
南
村
が
指
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
は
産
業
課
の
窓
口
に
「
農

地
流
動
化
セ
ン
タ
i
」
の
表
示
が
な
さ

れ
ま
す
．
農
地
の
貸
借
・
売
買
は
一
先

ず
農
地
流
動
化
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い

　　項　目

作　目
所　　得

基本額＋

計画化加算
団地化加算

（見込み）

合計所得

大
豆
・
麦

大豆 54，405 　　円

55，000

　　円

10，000

　　円

169，091麦 49，686

大
豆
・
麦

大豆 54，405

55，000 一 159，091

麦 49，686

麦
一 一

55，000 10，000 114，686

麦 49，686

麦
一 『

55，000 一 104，686

麦 49，686

水
稲
・
麦

水稲 69，600

一 一 119，286

麦 49，686

「
）
）
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おしらせとあんない
成人病センターを開設 絵を描いてみませんか 二んなときも年金が

熊谷保健所では、次のとお1）成 教育委員会では、絵に興味をお 国民年金に加入すると、老後の

人病検査を実施いたします。 持ちの方を募集しています。
保障だけでなく、加入期間中に障
害者になったン）、遺児になったと

受付　毎月第1、第3木曜日 初心者の方も基本から指導いた きなどに年金が受けられます。

午後1時から2時 しますので、お気軽にお申込みく
　ところで、障害年金や遺児年金
に通算制度があることをご存知で

会場　熊谷保健所 ださい。 しょうか。

内容　尿検査・血圧測定・血液検 1．申込み場所　教育委員会
　障害年金や遺児年金を受けるた
めには保険料を納めた期間が1年

査・心電図・眼底検査・診 2．申込み期日　3月20日まで 以上あることが条件となっていま
察・保健相談 す。加入中の年金制度だけでは期

料金　保険証持参本人　　600円

　　保険証持参家族　　1，620円

　　保険証なし　　　　5，200円

團
5
6
年 度県政モニター

間不足する場合、前に加入した他
の年金制度の期間も通算して年金
を支給するものです。

　たとえば、厚生年金に3年加入
していた人が会社をやめてから引

注意　予約制になっておりますの 県では、県政について日ごろ気 き続いて国民年金に加入し、3か

で、次へ連絡して下さい。
付いたことを意見や提案として報

月後に障害者になったとすると、

国民年金の加入期間の3か月だけ
熊谷保健所暦（2鎚801へ。

告した『）、アンケート調査に答え では年金は受けられませんが、厚
生年金の加入期間と合わせると1

中村紘子、海野義雄、
ていただく県政モニターを募集し

ています。

年以上となって年金が受けられる
ものです。

堤　　剛トリオによる
募集人員　200人

室内楽のタベ
応募資格　県内に居住する20歳以 保険料が4，500円に

日時　3月20日働午後6時開場 上の方。 一国民年金一
6時30分開演 応募方法　官製はがきに、住所・ 国民年金の保険料は1か月につ

会場　埼玉県熊谷会館 氏名・生年月日・性別 き3，770円ですが、今年の4月か

曲目　べ一トーヴェンピアノ三重

　　奏曲第4番変ロ長調作品11

聯業・県内居住年数・

電話・応募理由を書い

ら4，500円に変1）ます。

　国民年金は、老齢年金や障害年

金などを支給して加入者の生活の
「街の歌」ほか2曲。

て申込みください。 安定を図ることを目的としていま

入場料　A　2，500円B　2，000円

　　　C　1，500円
申込み先　埼玉県広聴課

　　　　浦和市高砂3－15－1

すが、この支給の財源は皆さんが

納めた保険料と国の負担とでまか
なわれています。つまりよ｝）多く

主催　埼玉県・財団法人熊谷産業

　　文化協会
（〒336）へ。

の年金額とするためにはそれだけ

の財源を確保することが必要とな

間い合せ　県庁県民文化課
問い合せ　盈0488－24－2m ってきます。そこで保険料につい

智0488－24－2111内線2073 内線2032埼玉県広聴課 ても1か月4，500円としたもので
す。

埼玉県熊谷会館 又は熊谷地方県民セン なお、付加保険料は従来どお｝）

費0485－23－2535 ターへ。 1か月400円です。

〆（、

，だ’＼

「（

、（、

身
体
障
害
者
入
所
生
の
募
集

◎
入
所
資
格
　
身
障
手
帳
を
も
っ
て
い

　
　
　
　
　
る
者
、
ま
た
は
交
付
予
定

　
　
　
　
者
で
満
一
五
歳
以
上
の
者
。

◎
募
集
人
員
　
男
二
〇
名
、
女
一
五
名

◎
訓
練
内
容
　
機
能
回
復
訓
練
、
運
動

　
　
　
　
訓
練
、
生
活
訓
練
、
作
業

　
　
　
　
訓
練
、
職
能
訓
練
。

◎
入
所
時
期
　
昭
和
五
六
年
四
月

◎
申
込
手
続
　
も
よ
り
の
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
へ
お
早
め
に
．

◎
く
わ
し
く
は
、
県
身
体
障
害
者
更
生

　
　
　
　
　
指
導
所
ま
た
は
福
祉
事

　
　
　
　
　
　
務
所
へ
．

高
等
学
校
の
通
信
教
育
生
募
集

○
募
集
人
員
　
普
通
科
約
一
〇
〇
〇
名
。

○
応
募
資
格
　
中
学
卒
業
者
ま
た
は
同

　
　
　
　
　
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
者
。

　
　
　
　
　
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

○
願
書
受
付
　
三
月
二
一
日
か
ら
四
月

　
　
　
　
　
一
〇
日
ま
で
．

○
提
出
書
類
　
入
学
願
書
、
中
学
調
査

　
　
　
　
　
書
、
健
康
診
断
書
な
ど
。

○
入
学
選
考
　
書
類
に
よ
っ
て
行
う
。

○
教
育
方
法
　
家
庭
学
習
に
よ
る
レ
ポ

　
　
　
　
　
ー
ト
提
出
、
月
二
回
程
度

　
　
　
　
　
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け

　
　
　
　
　
る
。

○
問
い
合
せ
　
県
立
浦
和
通
信
制
高
等

　
　
　
　
　
学
校
（
浦
和
市
領
家
五
ー

　
　
　
　
　
三
ー
一
五
）
〒
三
三
六
へ
◎
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…
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
ー

　
社
会
発
展
と
同
和
地
区

　
こ
う
し
た
解
放
令
の
矛
盾
と
新
し
い

身
分
差
別
は
、
今
日
ま
で
部
落
差
別
を

残
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
長
い
間
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
皮
革

業
に
は
、
資
本
主
義
発
展
の
な
か
で
新

し
い
同
和
地
区
外
の
資
本
が
進
出
し
、

同
和
地
区
の
人
々
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
た
。

　
ひ
と
つ
の
職
業
で
は
、
生
計
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
ず
、
農
村
に
お
け
る
同

和
地
区
で
は
、
狭
い
荒
地
を
小
作
し
な

が
ら
、
草
履
な
ど
の
履
物
製
造
や
修
理
、

旦
雇
い
や
行
商
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
労

働
に
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
同
和

地
区
で
も
、
零
細
な
手
工
業
や
、
日
雇

い
、
行
商
、
車
夫
な
ど
の
雑
業
に
従
事

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
経
過
の
な
か

で
、
同
和
地
区
の
人
々
は
、
社
会
的
、

経
済
的
低
位
に
お
か
れ
、
資
本
主
義
社

会
と
い
う
自
由
競
争
社
会
か
ら
取
り
残

さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
部
落
差
別
を
今

日
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
融
和
運
動
か
ら
真
の
解
放
へ

　
明
治
維
新
に
続
い
て
起
こ
っ
た
自
由

民
権
運
動
は
社
会
の
最
底
辺
に
抑
圧
さ

れ
て
い
た
同
和
地
区
の
人
々
に
、
大
き

な
刺
激
を
与
え
た
。

　
明
治
三
十
五
年
、
部
落
解
放
運
動
の

先
駆
的
運
動
を
な
す
「
備
作
平
民
会
」

が
岡
山
県
で
結
成
さ
れ
、
翌
三
十
六
年

に
は
、
全
国
的
な
組
織
と
し
て
「
大
日

本
同
胞
融
和
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
も
、
同
和
地
区
の

改
善
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
、
そ
の
不
当
な
差
別
を
積
極
的
に

排
除
す
る
闘
い
に
ま
で
は
発
展
せ
ず
、

精
神
的
な
融
和
運
動
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
融
和
運
動
に
反
対
し
、
大

正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
、
三
月
三
日
、
同

和
地
区
の
人
々
に
団
結
に
よ
る
自
主
的

な
部
落
解
放
運
動
が
成
立
し
た
。
京
都

市
岡
崎
公
会
堂
で
、
全
国
各
地
か
ら
集

っ
た
代
表
数
千
人
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
”
全
国
水
平
社
”
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
水
平
社
と
い
う
名
称
は
、
十
七
世
紀

な
か
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
民
主
主
義
革
命

の
推
進
力
と
な
っ
た
農
民
や
労
働
者
の

組
織
「
レ
ベ
ラ
蓋
ズ
“
水
平
社
」
か
ら

と
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
じ
、
、
』
』
）

　
こ
の
日
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
、

差
別
さ
れ
、
迫
害
さ
れ
て
き
た
同
和
地

区
の
人
々
が
、
自
ら
の
団
結
の
力
で
解

放
を
な
し
と
げ
る
と
い
う
こ
と
を
宣
言

し
た
日
で
あ
る
。
大
会
で
は
、
　
”
人
の

世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光
あ
れ
”
で
結

ば
れ
る
水
平
社
宣
言
を
は
じ
め
、
綱
領
、

決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

　
こ
の
全
国
水
平
社
運
動
は
、
僚
原
の

火
の
ご
と
き
勢
い
で
全
国
的
に
広
が
り
、

埼
玉
県
で
は
、
同
年
四
月
に
埼
玉
県
水

平
社
が
結
成
さ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
二
月
一
日
現
在
で
行

わ
れ
ま
し
た
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の

結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一
、
専
兼
業
別
農
家
数
（
第
一
表
）

　
専
兼
業
別
に
農
家
数
の
推
移
を
み
る

と
、
専
業
農
家
は
昭
和
五
〇
年
か
ら
五

五
年
の
五
年
間
に
二
戸
減
少
し
て
五
二

戸
と
な
り
、
総
農
家
数
（
九
四
二
戸
）

に
占
め
る
割
合
は
五
・
六
％
に
低
下
い

た
し
ま
し
た
。
一
方
、
兼
業
農
家
は
、

農
業
を
主
と
す
る
第
一
種
兼
業
農
家
が

四
九
・
二
％
減
少
し
て
一
五
六
戸
と
な

り
、
兼
業
を
主
と
す
る
第
一
一
種
兼
業
農

家
は
三
〇
・
三
％
増
加
し
て
七
三
四
戸

と
な
り
、
総
農
家
数
に
占
め
る
割
合
は

七
七
・
九
％
と
な
り
ま
し
た
。

第俵）専業別兼業別農家数の推移炉）

区　分 総農
家数

専　業

農家数

兼業農　家数
総　数 第1種兼　業 第2種兼　　業

昭和35年 1，070 426 644 469 175

昭和40年 1，023 192 831 522 309

昭和45年 1，001 77 924 478 446

昭和50年 971 54 917 307 610

昭和55年 942 52 890 156 734

二
、
経
営
耕
地
規
模
別
農
家
数
（
第
二
表
）

　
経
営
耕
地
面
積
規
模
別
に
農
家
数
の

動
向
を
み
る
と
、
○
・
三
～
O
・
五
㎞

未
満
の
小
規
模
農
家
が
増
加
し
一
～
二

㎞
階
層
の
農
家
が
減
少
し
て
、
農
家
の

零
細
化
が
め
だ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

第2表経営耕地規模別農家数
戸
o
o400

350
367350 閉□

300 50　55

250 243
218

年年
200 152167

150 136132

100 z 6058
50

23 911　22　1

Qlha α1～ 03～ 05～ 10～ 15～　ao～　25～　30～
ha 未満 03 05 LO 15 20　　25　　30　　50

▽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業就業人口

　　　　　　　その他　　　　　　　（16歳以上）　　　仕事をしな　仕事が主

　　　　　　　15．1％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かった人　　・　　15％
　　　　　　　　　　　　　　　仕事が主

家雛・讐轄　慧だ劉鵜家難難
　　　　　従事　1、903人　48・40　　　　　　　　　1β59人
　　　11％
　　　　　　　　　55年　　　　　　　　　　　　　　　55年
　　　　　自家農業と　　　　　　　　家事．

…讐従農身」　欝響ノ

三
、
農
家
人
口

　
農
家
人
口
は
、
五
年
間
に
六
・
九
％

減
少
し
て
四
、
七
一
五
人
と
な
り
、
江

南
村
人
口
に
占
め
る
割
合
は
五
〇
％
と

な
っ
た
。
ま
た
、
農
家
一
戸
当
り
の
世

帯
人
員
は
減
少
し
て
五
人
と
な
り
ま
し

た
。
次
の
グ
ラ
フ
は
、
農
業
就
業
人
口
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
続

業
3

農家自自家農業が主

　　　2．2％

　
以
上
、
一
部
の
結
果
を
掲
載
い
た
し

ま
し
た
が
、
詳
し
い
こ
と
は
役
場
企
画

課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

こ
れ
か
ら
も
各
種
統
計
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。




